
うつ病などの精神疾患で

年度に病気休職した公立学校の教員

は前年度を 人下回る 人

で， 年ぶりに減少したことが

日，文部科学省の調査でわかっ

た。文科省の担当者は「相談窓口の

整備や復職支援が成果を上げている

が，依然として高い水準」と分析。

精神疾患者のほぼ半数が所属校に勤

務してから 年未満で休職してい

たことも新たに判明し，文科省はメ

ンタルヘルス対策を一段と充実させ

る方針だ。

調査は，全国の公立小中高校や特

別支援学校の教員約 万人を対象

に実施。年代別の精神疾患者は，

代以上の 人( %)が最多

で， 代の 人( %)，

代 の 人( %)， 代 の

人(%)と続いた。

今回初めて，休職した時の所属校

の勤務年数を調べたところ， 年未

満が 人( %)と半数近くを

占めた。異動で話し相手がいなくな

るなど勤務環境の変化が精神状態の

不調につながった可能性がある。

全体の病気休職者は 人増の

人で過去最多を更新。文科省

の 年度調査では教員の年齢

構成は小中高校の各校種で 歳以

上が 分の を超えており，「教員

の高齢化」が病気休職増加の要因と

みられる。

(2011年12月23日付毎日新聞)

青森市浅虫で医院を運営する医療

法人・蛍慈会と，NPO法人「活き

粋あさむし」が共同で国に提案した

地域住民を支える仕組みが，「先進

的」としてモデル事業に選ばれた。

高齢者用住宅を中心に医療や食生

活の面でサポートする試みが

年から本格的に始まる。

国交省の「高齢者・障害者・子育

て世帯 居住安定化推進事業」に，

他の全国 事業とともに 月に選

ばれた。「活き粋あさむし」がこれ

まで取り組んできた高齢者の食生活

を支える活動を発展させる内容で，

実現性が高いと評価された。蛍慈会

が，運営する石木医院の隣接地に建

設を予定している高齢者用住宅の設

計費や建設費の一部に補助が出る。

計画によると， 年秋にも入

居が始まる高齢者用住宅は 階建

てで， 階に高齢者が入居する

部屋を用意。 階に，これまで医院

の近くで高齢者や地域住民に栄養価

の高い食事と交流する場を提供して

きた「浅めし食堂」が入る。生鮮食

品を販売する店，住民が交流できる

スペースも設ける予定だ。高齢者住

宅と医院は室内で行き来できるよう

にし，利便性を高める。

事業が終わる 年度末まで

に，高齢者やその家族の不安が取り

除けたかといった観点で事業を検証

する。将来の運営に役立てるととも

に，他団体の活動の参考になること

も狙いだ。「活き粋あさむし」の三

上公子事務局長は「医療とNPOが

連携した取り組みが評価された。両

者一体となって，地域によりよいサ

ービスを提供し，活性化につなげた

い」と話していた。

(2011年12月30日付読売新聞)

脳梗塞や心筋梗塞などの医療費

が，喫煙によって 億円増加

しているという推計を，厚生労働省

研究班(主任研究者＝辻一郎東北大

教授)がまとめた。

メタボリックシンドローム(内臓

脂肪症候群)による増加分の 倍

に上り，研究班は禁煙指導の強化を

訴えている。

研究班は，国立循環器病研究セン

ター(大阪府吹田市)が ～

年に行った吹田市民 人

( ～ 歳)の健康調査の結果を分

析。さまざまな病気の発症率と，喫

煙の有無との関連を調べた。

その結果，脳梗塞や脳出血などの

高齢者，共同で支え
「先進的」モデル事業に 喫煙で医療費増加

脳・心臓疾患で

精神疾患
教員の休職， 年ぶり減

1348-8333/12/¥250/論文/JCOPY 244保健師ジャーナル Vol.68 No.03 2012

 

 ©
IG
A
K
U
-S
H
O
IN
 L
td
, 2
01
2 

2026/09/21 05:35:09



保健・医療・福祉のこのひとつきの動き

「脳血管障害」は，喫煙によって男

性は %，女性は %増加。ま

た，心筋梗塞や狭心症などの「虚血

性心疾患」は，同じく男性は

%，女性は %増えていた。この

増加率から，全国の同じ年齢層の脳

血管障害と虚血性心疾患の医療費総

額 兆 億円( 年度)のう

ち， 億円は喫煙によって余計

にかかった分と算出された。

(1月5日付読売新聞)

日本肥満学会は，体格指数(BMI)

未満で，腹囲 cm以上の女

性についても肥満症の対象とする検

討を始めた。

これまでBMI 未満の人は，肥

満症の対象外だった。特定健診のメ

タボリックシンドローム(内臓脂肪

症候群)の腹囲基準(男性 cm，

女性 cm以上)は，肥満症の診

断基準を基本にしているため，厚生

労働省が進める特定健診の腹囲基準

見直しに影響を与えそうだ。

現在の基準で肥満症と診断される

のは，BMIが 以上で，かつ「脂

質異常や高血圧などの健康障害が見

られる」「腹囲が男性 cm，女性

cm以上」のどちらかに当ては

まった場合。しかし，BMI 未満

でも内臓周辺に脂肪がたまると，動

脈硬化などが増加する傾向が指摘さ

れている。

(1月7日付読売新聞)

警察庁は 日，昨年 年間の全

国の自殺者は 万 人だったと

する速報値を発表した。 万人を超

えたのは 年から 年連続だ

が， 年 の 万 人 を

人( %)下回った。

自殺者の減少は 年連続で，

万 人を下回ったのは

年以来初めて。男性は 万 人

で 年より 人少なく，

女性は 人で 人増えた。

月別で最も多かったのは 月の

人で，最も少なかったのは

月の 人。

都道府県別では東京都が最多で

人。大阪府 人，神奈川

県 人と続く。東日本大震災

で甚大な被害を受けた岩手県は

人，宮城県は 人，福島県

は 人で， 県とも 年を

下回っている。ただし都道府県別は

自殺者の住所でなく遺体が発見され

た場所で計上している。

一方，自殺の実態を調査している

内閣府によると，遺族の話や自殺場

所などから震災が直接の原因とわか

った自殺者の数は，分析を始めた

月から 月までに全国で 人と

いう。内閣府自殺対策推進室は「震

災の影響はじわじわと広がる可能性

があり，状況を注視して対策に取り

組みたい」と話している。警察庁は

年度内に確定値を公表する。

(1月10日付毎日新聞)

藤村官房長官は 日の記者会見

で，強い毒性と感染力をもつ新型イ

ンフルエンザの流行に備え，国民に

外出自粛要請や集会中止を指示でき

るようにする特別措置法案を通常国

会に提出する意向を明言した。

藤村氏は「新型インフルエンザ対

策の行動計画の実効性を高めるには

立法措置が必要で，経済界や医療関

係者から話を聞き，法案を準備して

いる最中だ。できる限り通常国会に

提出したい」と述べた。

(1月11日付読売新聞)

水俣病とみられる症状がありなが

ら，国の基準では患者と認められな

い人を対象にした政府の新救済策へ

の申請が，昨年末までに 万人近

くに達した。潜在的な被害者の多さ

が改めて裏付けられたが，環境省は

今春にも受け付けを締め切ることを

検討する。一方の患者・被害者から

は「切り捨てにつながる」と反発す

る声もあり，調整は大詰めを迎えて

いる。

「反対意見もあるが，いずれ申請

を締め切らざるをえない」。 日，

熊本県水俣市を訪れた環境省の横光

克彦副大臣は，患者・被害者の

団体に対し，申請期限の設定は避け

られないとの考えを改めて伝えた。

新救済策は， 年の水俣病被

害者救済法にもとづく。救済する症

状の範囲を広げ， 年 月に受

け付けが始まった。「 年以内をめ

ど」に，一時金 万円や医療費

を払う救済対象者を確定する，と明

記されている。

環境省によると，昨年末までの申

請者は，熊本，鹿児島，新潟の

県で計 万 人。 万人程度

という当初想定を上回った。被害者

団体の自主的検診による掘り起こし

などが背景にある。

(1月18日付朝日新聞)

女性は腹囲 cm以上も
肥満症に

自殺者 万人超
年連続

新型インフル特措法案，
国会提出へ

水俣病の新救済策，
万人申請
当初予想の 万人上回る

保健師ジャーナル Vol.68 No.03 2012 245

2026/09/21 05:35:09




